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津波警報から考えること 

 校長 船引 洋伸 

 ここ数年毎年のように感じていますが、今年も記録的な猛暑の夏でした。１０月頃まで残暑が厳しいという

気象予報もあるようですから、子供たちの健康のみならず、我々大人も、健康に気を付けていかなければなり

ません。 

 さて、去る７月３０日（水）に大島町体育祭水泳大会がありました。つばき小からも４～６年生の代表児童

が参加しました。しかし、いくつかのプログラムが進んだところで津波警報が発令されました。実は、開会式

の前に津波情報が出ていて、私の携帯電話には注意喚起のアラームがなっていました。その時から万が一を想

定しながら、子供たちの競技を観戦していました。警報に切り替わるや否や、担当の教員に子供たちの人数把

握とジオノスへの避難を指示し、大会本部の指示を確認しました。教員の迅速な誘導と安全確保により、児童

は無事に避難できました。あとから考えると、真夏で水筒を持参していたにもかかわらず持たせなかったこと、

上着を着せることなく避難させたことなど、いくつか反省点もありました。あの時は、子供たちの安全確保だ

けしか頭になく津波の到達予想時刻など、情報をしっかり収集して指示をすべきだったと反省しています。 

 ８月に入り、私は妻と東北の山々に行く計画を立てていました。飯

豊山に登ったあと、天気が悪くなり、その後の山歩きは中止しました。

そして、１４年前の東日本大震災の遺構となっている宮城県の旧石巻

市立大川小学校、門脇小学校、福島県の旧浪江町立請戸小学校を訪問

することにしました。震災後、なかなか訪れることができなかったと

ころでした。 

 大川小学校は、海からは離れていましたが川の近くにあった学校で

す。とても洒落た校舎でした。津波による川の水が溢れ、校舎を飲み込み、児童７４名、教職員１０名、その

他学校に避難してきた地域の方々など多くの尊い命が失われました。 

 門脇小学校は、海の直ぐ側の学校です。津波が押し寄せ、津波に流された家屋や自動車が校舎にぶつかり火

災が発生しました。当時在校していた児童・教職員・避難してきた地域の方々も裏の山に避難し、ほとんどの

方が無事でした。 

 請戸小学校も海の直ぐ側の学校です。津波は校舎の２階の床上まで到達しました。すぐに裏山に避難しまし

た。すでに下校した子供たちも含め全員が無事でしたが、その後の原子力発電所の事故により、町に帰ること

はできなくなってしまいました。 

 ３つの震災遺構を見学して、その時の教職員（特に管理職）の判断の難しさを感じました。大川小では、裁

判で学校の防災体制の不備が認定されました。胸が詰まる思いです。どの教職員も子供たちの命を守ることに

必死だったはずです。そして自らも犠牲になっています。門脇小では、迎えに来た保護者に引き渡さず、一緒

に避難させました。請戸小では、避難させた後教頭先生だけが学校に残り、迎えに来た保護者の対応をして、

津波の到達する数分前に車で避難したそうです。その時の判断が命を左右しているのは間違いないのですが、

正しい判断だったかどうかは後にならないと分からないという難しさがあります。 

 もし、大島で津波・噴火・土砂災害・地震など災害が起こったとき、どのように判断するのが正しいのか、

訓練を繰り返していく中で培っていくしかないのだろう、そして最善の判断の難しさを感じた旅となりました。 

旧大川小学校 校舎 

まなびや  
 



 

      水泳担当  大場 稜平 

  

つばき小学校の水泳の授業では、授業の後半、自分の課題を解決するために、自分に合った場で練習をする時間が

あります。顔を水に付けるのが怖い子、５０ｍ泳ぎたい子、泳ぎのフォームを極めたい子、全員が同じことをするのではなく、

自分の課題を友達や先生と関わりながら、主体的・協働的に学び課題を解決していきます。また、私が子供の頃は、検定

は検定当日しか、受けることができませんでしたが、いつでも検定を受けられるようにしました。そうしたことで、子供たち

は目標達成に向けて、より主体的に学習に取り組むことができていました。来年度の水泳でも、子供たちが主体的、協働

的に学びを進めていけるよう、授業改善を行っていきたいと思います。 

 今年度の水泳も無事故で終えることができました。無事故で終えることができたのは、子供たちがしっかりと話を聞き、

落ち着いて学習に取り組めていたからだと思います。また、町の水泳大会中に津波警報が出た時も、子供たちはしっかり

と避難指示に従い、落ち着いて避難することができ、自分の命を守る行動をとることができていました。日々の避難訓練

の成果が表れた瞬間でした。来年度の水泳も無事故で終えることができるよう、教員研修や施設管理をしっかりと行っ

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

９月より、大島町立小中学校は地域運営学校（コミュニティスクール）になりました。地域運営学校とは、

学校運営協議会を設置し、保護者や地域の住民が学校運営に参画する仕組みをもつ学校です。学校運営協議会

の様子については、改めてお知らせします。 

水泳指導について 

コミュニティスクールについて 



 

３年担任  藤田 竜 

 

2学期から新しい仲間が加わり、3年生は、男子 14人、女子４人の合計 18名になりました。夏の暑さにも負けず、

毎日元気に過ごしています。3年 1組の学級目標は、『は・と・あ・じ』です。子供たちと話し合い、「話をしっかり聞く」「友

達を大切にする」「安全に過ごす」「時間を守る」の４つを意識しながら学校生活を過ごすことに決め、頭文字をとって学

級目標を作りました。３年１組の子供たちは、何事にも興味・関心をもって、自分たちですすんで取り組むことができるとこ

ろがとてもすてきです。最近は、学級目標を意識することで、学校生活にけじめが生まれ、より意欲的に活動に取り組むこ

とができるようになってきました。 

1学期、子供たちの力が大きく発揮されたのは、社会科見学の場面でした。スーパーマーケットの秘密を調べるため、

お店を熱心に見学し、商品の並べ方を調べたり、店員さんにお店の工夫をいくつも質問したりして、意欲的に学習に取り

組みました。調べた内容は、写真やイラストと組み合わせたレポートを作成し、自分の考えをまとめることができました。 

3年生はこれからも社会科の学習や総合の学習で地域のことについて学んでいきます。今後も体験的な学習を通し

て、子供たちの「知りたい」「学びたい」という気持ちを大切にしながら学んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 1年担任  日向 庸介  

  

  6月 24日（火）に弘法浜で海浜教室を行いました。今年は、ゲストティーチャーに、伊豆大島オレンジフィッシュの

粕谷浩之さんに来ていただきました。18日（水）の事前学習では、磯遊びの楽しみ方や注意点を分かりやすく教えてい

ただきました。「弘法浜にはカニがたくさんいるので、トングがあると便利です」「魚は 2人で追い込んで網で救うのがポ

イントです」「石をひっくり返すと生き物がいます」などと、生き物の探し方を教えてもらい、子供たちも早く行きたいという

気持ちになっていました。 

海浜教室当日には、たくさんの保護者の方にも来てもらい、磯遊びを楽しみました。事前に教えてもらったことを生かし

ながら、生き物を見つけていきました。子供も大人も、生き物探しに夢中になり、あっという間に時間になりました。見つけ

た生き物は、1 つの入れ物に入れて観察をしました。ここで粕谷さんとダイビングショップの仲間の方から、生き物の名前

や特徴を教わり、興味津々に聞いていました。粕谷さんからも、「こんなにたくさん生き物が見つかると思わなかった」と、

感想をいただき、子供たちも大喜びでした。子供たちは「すごく楽しかった」「勉強になった」「また行きたい」ととびっきり

の笑顔を見せていたので、学びの多い海浜教室になったと思います。 

 

 

 

 

 

 

１・２年生海浜教室 

元気いっぱい！やる気いっぱい！３年生！ 



 

 

日 曜 朝 内容 
（ ）は学年 [ ]は何時間目 

授業時数（特別時程は丸数字） 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

 1 月 始業式 始業式  給食なし        4 4 4 4 4 4 

2 火 学習 給食開始  3 年生火曜 6 時間授業開始     5     5     6     6     6     6     

3 水 算数タイム ALT 身体計測(56) 委員会⑤(写真撮影) ⑤     ⑤     ⑤     ⑥     ⑥     ⑥     

4 木 安全指導 SC 出勤 身体計測(三 12)  5     6     6     6     6     6     

 5 金 石拾い ALT 身体計測(34)   応援団顔合わせ 5 5 6 6 6 6 

 6 土                

 7 日  第 17 週↓             

 8 月 保健朝会 
運動会特別時間割始  ALT 教育実習開始  

3 年ベーシックタイム⑪ にじ教室開始 
5     5     6     6     6     6     

 9 火 読書 たてわり④ 5 5 6 6 6 6 

10 水 算数タイム クラブ④ ⑤     ⑤     ⑤     ⑥     ⑥     ⑥     

11 木 応援練習 SC 出勤  避難訓練（掃除中） 5     6     6     6     6     6     

12 金 全校練習   5 5 6 6 6 6 

13 土                

14 日  第 18 週↓             

15 月  敬老の日       

16 火 全校練習 運動会全体練習①[1h] 5     5     6     6     6     6     

17 水 応援練習 ALT 運動会係活動①(456)[6h] ⑤     ⑤     ⑤     ⑥     ⑥     ⑥     

18 木 学習 SC 出勤 5     6     6     6     6     6     

19 金 全校練習 ALT 運動会全体練習②[1h]  5     5     6     6     6     6     

20 土          

21 日  第 19 週↓              

22 月 全校練習 3 年ベーシックタイム⑫ 運動会全体練習③[1h] 5     5     6     6     6     6     

23 火  秋分の日       

24 水 算数タイム ALT    運動会係活動②(456)[6h] ⑤     ⑤     ⑤     ⑥     ⑥     ⑥     

25 木 全校練習 SC 出勤  運動会全体練習④[1h] 5     6     6     6     6     6     

26 金 生活朝会 ALT  運動会全体練習予備日  運動会準備(456)[5h] 4 4 4 5 5 5 

27 土 学級 開校 20 周年記念運動会 4 4  4  4  4  4  

28 日  第 20 週↓運動会予備日①             

29 月  振替休業日       

30 

 
火 

算数タイム 運動会予備日②（土、日に運動会開催の場合） 5     5     5     6     6     6     

学級 運動会の場合は全学年特別時程 5 時間 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 

10/1 水  都民の日       

 2 木 学習 SC 出勤 委員会⑥（123 年生 5 時間授業） ⑤     ⑤     ⑤     ⑥     ⑥     ⑥     

 3 金 音楽朝会 ALT 町レク練① 保小連携(1)元町保育園 5 5 6 6 6 6 

 

 

 

９月 生活目標 
ていねいな言葉づかいをしよう 

～時と場、相手に応じた言葉づかいを身に付けよう～ 

９月行事予定 

下校時刻について       ４時間給食なし：１２：１５  ４時間給食あり：１３：０５ 

５時間：１４：２５ ６時間：１５：１５   特別時程 ５時間：１３：５５  ６時間：１４：４５    

 


